
五領地区連合

自治会だより
第４０号

令和４年３月吉日

発行所
五領地区連合自治会

早
春
の
候
、
会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
事

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

平
素
は
、
五
領
地
区
連
合
自
治

会
の
活
動
に
対
し
格
別
の
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
過
去
二
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
揺
れ
た
年
と

な
り
、
感
染
者
数
も
増
減
を
繰

り
返
し
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

外
出
自
粛
要
請
、
蔓
延
防
止
等

重
点
措
置
や
緊
急
事
態
宣
言
等

ご
挨
拶

五
領
地
区
連
合
自
治
会

会
長

塚
本
與
浩

の
発
令
の
結
果
、
五
領
地
区
連
合

自
治
会
で
の
住
民
間
の
交
流
や
地

域
活
性
化
の
取
り
組
み
活
動
も
大

き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
特
に
、

地
域
の
多
く
の
皆
様
が
毎
年
楽
し

み
に
し
て
お
ら
れ
ま
す
「
五
領
ふ

る
さ
と
祭
り
」や
「
五
領
文
化

展
」を
余
儀
な
く
中
止
と
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
結
果
、
残
念
で
す

が
、
地
域
住
民
間
や
社
会
と
の
“ふ

れ
あ
い
”や
“絆
”が
薄
れ
、
孤
独
化

や
孤
立
に
陥
る
例
も
報
告
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
令
和
四
年
の
干
支
は

壬
寅
で
、
“厳
し
い
冬
を
越
え
、
生

命
力
あ
る
芽
吹
き
を
迎
え
、
新
し

い
も
の
が
生
ま
れ
、
成
長
す
る
”意

味
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
五
領
地
区
連
合
自
治
会

の
原
点
に
立
ち
戻
り
、
地
域
社
会

で
の
人
々
と
の
“ふ
れ
あ
い
”や

“絆
”を
強
め
る
為
に
、
世
代
間
や

地
域
間
と
の
交
流
を
“再
活
性
化
”

さ
せ
る
多
様
な
取
り
組
み
を
実
行

し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
一
層

の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

五
領
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
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令
和
三
年
度

防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム

二
〇
二
一
年
十
二
月
四
日

人
数
制
限
、
検
温
、
手
指
消
毒
、

ア
ク
リ
ル
板
の
設
置
、
専
用
マ

イ
ク
を
準
備
し
、
コ
ロ
ナ
対
策

を
実
施
し
た
上
で
、
濱
田
高
槻

市
長
を
お
迎
え
し
「五
領
地
区

防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
」を
実
施
し

ま
し
た
。

第
一
部

特
別
講
演
「風
水
害

に
よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
を
目
指
し

て
」
講
師

関
西
大
学

奥
村

与
志
弘
准
教
授

第
二
部

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
高
槻
市

（
警
戒
レ
ベ
ル
３
で
）

「

五
領
の
高
齢
者
・
要
援
護
者
避
難
等
の
仕
組
み
づ
く
り
」

ア
を
出
し
て
も
ら
う
。

★
こ
れ
ま
で
に
無
か
っ
た
ア
プ
ロ
ー

チ
を
検
討
す
べ
き
。

第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
で
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
か
ら
普

段
の
取
組
み
や
、
悩
み
・課
題
に
つ

い
て
お
話
頂
き
ま
し
た
。

今
回
の
防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
五

領
地
区
防
災
会
が
地
区
の
各
種
団

体
と
共
に
今
後
の
取
組
み
を
推
進

す
る
キ
ッ
ク
オ
フ
と
い
う
位
置
づ
け

で
開
催
し
ま
し
た
。

防
災
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
詳
細
に
つ
い
て

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

危
機
管
理
室
殿
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推

進
室
殿
、
福
祉
政
策
課
殿
、
五

領
地
区
福
祉
委
員
長
殿
、
民
生

児
童
委
員
上
牧
地
区
委
員
長
殿

に
ご
登
壇
頂
き
ま
し
た
。

第
一
部
の
講
演
で
は
奥
村
先

生
か
ら
水
害
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
お
話

を
頂
く
中
で
、
次
の
よ
う
な
貴
重

な
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

★
特
別
警
報
が
出
て
も
避
難
行

動
に
つ
な
が
ら
な
い
。

★
防
災
対
策
等
が
出
来
な
い
人

に
避
難
行
動
、
防
災
対
策
を
ど

の
よ
う
に
し
て
も
ら
う
か
。
防
災

以
外
を
や
っ
て
い
る
人
に
ア
イ
デ



ま
す
。
保
護
者
・地
域
と
し
て
、
ど
う
見

守
っ
て
い
く
か
が
課
題
と
し
て
残
り
ま
し

た
。

進
入
規
制
（
進
入
禁
止
）が
実
現

二
〇
二
二
年
三
月
一
日
よ
り
通

学
時
間
帯
の
七
時
四
十
五
分
～
八
時

十
五
分
の
三
十
分
間

交
差
点
の
形
態
が
変
わ
り
、
横
断
歩

道
の
信
号
な
無
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

五
領
小
学
校
へ
の
通
学
路
と
な
っ
て
い

る
こ
の
横
断
歩
道
は
、
新
幹
線
側
道
に

左
折
進
入
す
る
車
に
よ
る
危
険
が
増

し
ま
し
た
。

学
校
・
保
護
者
か
ら
の
要
請
を
受
け
、

二
〇
二
〇
年
五
月
十
四
日
に
高
槻
警

察
署
に
国
道
一
七
一
号
線
高
槻
方
面

か
ら
新
幹
線
側
道
へ
の
左
折
進
入
禁

止
等
の
要
望
書
を
提
出
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
同
年
九
月
十
八
日
に
大

阪
府
警
察
本
部
、
大
阪
府
茨
木
土
木

事
務
所
、
学
校
等
関
係
者
に
よ
る
現

場
確
認
や
度
重
な
る
関
係
者
会
議
、

う
回
路
チ
ラ
シ
を
作
成
し
新
幹
線
側

道
沿
い
の
企
業
への
要
望
な
ど
、
学
校
・

保
護
者
・
地
域
住
民
の
粘
り
強
い
要

望
に
よ
り
、
茨
木
土
木
事
務
殿
に
は

縁
石
工
事
、
危
険
看
板
・
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
設
置
、
警
備
員
の
配
置
（
対
策

が
実
現
す
る
ま
で
の
間
）
な
ど
出
来
る

限
り
の
対
策
を
実
施
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
高
槻
警
察
署
殿
に
は
府
警
本

部
殿
と
の
連
携
に
よ
る
進
入
規
制
を

実
現
し
て
頂
き
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
進
入
規
制
時

間
帯
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
児
童
や

警
備
員
の
配
置
が
終
了
し
た
こ
と
が

事
故
に
つ
な
が
ら
な
い
か
、
懸
念
さ
れ

日
赤
の
活
動

▼
献
血
活
動

地
域
献
血
を
六
月
二
十
日
、
十

一
月
二
十
日
に
イ
オ
ン
高
槻
店
に
献

血
車
を
迎
え
献
血
推
進
活
動
に
協

力
し
ま
し
た
。

▼
社
資
募
集
の
報
告

本
年
度
も
各
自
治
会
の
ご
協
力
に

よ
り
五
十
六
万
八
千
八
百
七
十
二

円
集
ま
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

社
会
見
学
会

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
ず
！

巣
ご
も
り
脱
出
！

令
和
三
年
十
一
月
十
七
日
（
水
）、
快
晴
の

も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
、
五
領
地
区

連
合
自
治
会
の
主
催
で
二
年
毎
に
開
催
し

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
三

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
の
よ

う
に
バ
ス
を
利
用
し
た
小
旅
行
は
様
々
な
課

題
か
ら
困
難
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回

は
健
康
増
進
と
地
域
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、

徒
歩
に
よ
る
「
五
領
地
区
の
歴
史
街
道
め

ぐ
り
」
を
企
画
し
ま
し
た
。
美
味
し
い
お
弁
当

と
お
茶
付
で
参
加
費
千
円
と
し
て
募
集
し
、

五
十
数
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。『五領地区の歴史街道』をめぐり「安満遺跡公園」へ

コ
ー
ス
は
、
上
牧
本
澄
寺
集
合→

梶
原

一
里
塚→

梶
原
一
乗
寺→

萩
之
庄
公
民

館→

安
満
遺
跡
公
園
と
い
う
約
八
．
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
三
時
間
か
け
て
全
員
無
事

に
歩
き
ま
し
た
。
本
来
、
西
国
街
道
を
歩

こ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
が
、
交
通
量
が

多
く
安
全
性
が
保
て
な
い
と
考
え
、
出
来

る
だ
け
裏
道
を
歩
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

本
澄
寺
、
一
乗
寺
で
は
住
職
に
よ
る
地
域

の
歴
史
講
話
を
聞
き
、
安
満
遺
跡
公
園
で

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
一
時
間
の
案
内

を
受
け
、
古
代
の
ロ
マ
ン
に
接
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
無
事
現
地
解
散
と
な
り
、
次

回
の
「
社
会
見
学
会
」
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
等
の
お
声
を
頂
き
ま
し
た
。
五
領

地
区
連
合
自
治
会
と
し
て
も
徒
歩
と
い

う
初
め
て
の
企
画
が
好
評
だ
っ
た
の
で
、
次

回
も
よ
い
企
画
を
た
て
、
皆
様
に
喜
ん
で

頂
く
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

梶
原
六
丁
目
横
断
歩
道

安
全
対
策

梶原一乗寺

安満遺跡公園 梶原一里塚

JR線側道


